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							こちらのサイトでは、店舗の集客のために役立つ店舗デザインの知識を紹介しています。
店舗のデザインひとつで店舗の入りやすさや、商品の手に取りやすさが変わってきます。
どのようにしたら集客力を高めることができるのか、また店舗で働くスタッフとお客の導線を考えることで、動きやすくサービスの行き届いた店舗にすることができます。
このようなさまざまなデザインのコツを紹介しますので、お店の新築や改装時の参考にしてみてください。
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							人気のショップを実現！集客力を高める店舗デザインに役立つ知識を大公開

							店舗デザインというと、店舗の外装や内装のイメージかと思いがちですが、それだけではありません。
店舗デザインは集客力に大きく影響し、売り上げや利益にも反映します。
例えば、飲食店で通路を狭くして席数を増やすと、一見売り上げが上がりそうですが、スタッフが動きづらくなって料理の提供が遅れてしまいます。
これを解消するために、一部に待避所のような一角をつくるという方法があります。
するとドリンクや料理の提供がスムーズになり、お客は満足するとともに、スタッフもストレスなく働けます。


							

							店舗デザインが売上に及ぼす影響とは

							店舗デザインが売上に及ぼす影響とは、集客力の部分に依存することが大きいものです。
より多くの顧客が集まることで商品を購入するチャンスが大きくなり、結果的に売上が向上することになるためです。

店舗デザインの重要性は様々な場面で注目されるようになっており、その外観に重要なポイントが含まれている場合が少なくありません。
取り扱っている商品のイメージでその外観はある程度似通ったものとすることが求められる傾向が強く、奇抜なアイディアで全く異なったものとした場合、集客力が低下する恐れがあるため注意をすることが必要です。
これは店舗デザインの良し悪しによって来店する顧客が持つイメージが固定されてしまうことにより、商品の品揃えだけではなくそのイメージでお店の評判が固定されてしまうことがあるためです。
店舗デザインの良し悪しで集客力が変化するので、この点に十分に注意をすることが大切です。
より多くのお客を呼び込むための、基本的な条件を十分に理解することがポイントです。


							

							店舗デザインでは経営のコンセプトを重視

							店舗デザインを行う際には、経営のコンセプトを意識することが大切となります。
商材やサービスのイメージに適した店内デザインは勿論のこと、ターゲット層が入店しやすいような雰囲気作りを心がける必要があるのです。
店舗デザインを特集するサイトには、業態別の施工事例を紹介するものも少なくありません。
幾つかの事例を見比べながら、自社の考えるイメージに適したタイプを見つけた際には、気軽に相談に伺うのが良いでしょう。
デザイン施工を行う会社では、無料で受けられる事前相談会を開催しています。
自社が考える店舗デザインを、どの程度の予算や期間で実現できるかについてを、前もって把握することが可能です。
経営コンセプトに適した店舗デザインであることは、売上向上に結びつくと同時に、話題性を高める効果ももたらしていきます。
個性的なデザインであったり、機能性に優れた動線を備えていたりすることは、各種メディアに取り上げられる機会を増やすことに繋がるからです。


							

							店舗デザインに欠かせない効果的な照明

							店舗デザインを施す際には、照明の設置についての工夫を行うことも欠かせません。
経営コンセプトに適したライティングテクニックを適用することが大切となるのです。
店舗で扱う商材やサービスにより、適する色合いには違いがあるのが普通なものです。
飲食店であれば、ホワイトを貴重とした明るい色合いが適しているでしょう。
バーのような、雰囲気を重んじる店舗であれば、青みがかった感じの落ち着いた照明が適します。
店舗デザインを特集するサイトの中には、業態別にライトアップの事例を案内するものも少なくありません。
幾つかの施工事例を見ながら、自店に適していると感じられる事例を見つけた際には、気軽に相談に伺うことも大切です。
店舗デザインを行う会社では、事前に受けられる相談会を無料で実施しています。
新規出店を考えていたり、既存店舗の売上を梃入れしたりする際には、ライティングの部分から検討を行ないたいのが普通でしょう。
経営コンセプトと売上目標に見合ったライティングのためには、事前の入念な検討が大切です。


							

							店舗デザインでレイアウトを決定する手順

							店舗デザインを行う際には、店内のレイアウトをどうするかで悩むことが少なくありません。
店内のデザインに拘りすぎてしまうと、大型のテーブルや椅子を配置出来なくなることも珍しくありません。
都心部に構える店舗では、少ないスペースで店舗を構える必要が生じることも多いものです。
集客しやすかったり、従業員が働きやすかったりする動線を備えることを意識してしまうと、十分なスペースを取れなくなることも有り得るのです。
店舗デザインを特集するサイトには、業態別にデザイン例を紹介するものも数多く見られます。
幾つかの施工事例を比較していった後、気に入ったタイプを見つけた際には、気軽に相談に伺うのも良いでしょう。
殆どのデザイン会社では、事前に受けられる無料カウンセリングが開催されています。
店のコンセプトと、目指している売上目標を基準にして、適切なデザインレイアウトについての相談を行うのが良いでしょう。
店内での家具や調理器具の配置は売上を大きく左右する部分があります。
見栄えの良さと使い勝手の両面を意識しながら適切な形で施工することが大切です。







業種によって異なる店舗デザインの傾向




店舗デザインは自分の感性と個性を演出すれば良いと考えている人も多いのですが、これだけでは多くの顧客を集める事は難しい場合が少なくありません。
顧客の側にもある程度の固定観念があり、この業種のお店はこのようなイメージであれば入りやすいといった潜在的な印象を持っているものです。
これから大きくかけ離れてしまうと、興味を持つ反面なかなか入りにくいと言う形になり、集客力を高めることができません。
そのため業種によって店舗デザインの傾向が異なることを十分に認識し、その上で工夫をすることが必要となります。
一目で何を扱っている店舗であるかがわかると、多くの人は入りやすいと言う印象を持ちます。
その中で様々なデザインなどが個性的になっていると、より多くの興味を引き入ってみたいお店となることが少なくありません。
業種による店舗デザインの傾向を十分に理解しながら、これと自分のオリジナルのデザインとの組み合わせを行うことで、目に付きやすく多くの人の注目を集める店舗とすることができます。









店舗デザインで他店と差別化するテクニック




お店を開業する際に考えるべきことは売上に関することで利益が上がらなかったら商売を続けて行くことはできないので、その点をよく考慮して周りの店との差別化を図ることが大切です。
他店よりも売り上げを上げるためにはより多くのお客さんに来てもらう必要がありますが、それを可能にするのが店舗デザインで他店と差別化するテクニックを身に付けることが重要です。
店舗デザインのコツとして挙げることができるのはそのお店にマッチしたデザインにすることで、当たり前のことのように思えてけっこう難しいので注意が必要です。
職種によってもデザインは変わるのでその道のプロに話を聞いた方が良いのですが、今では店舗デザインを専門に扱っている会社がけっこうあるのでそういったところに行って相談をしてみるのも一つの方法です。
店舗デザインによって訪れるお客さんの数も変わり売り上げにも影響するので、お店を開業することを考えている場合にはこの点をよく考えるようにした方が良いです。









店舗デザインで求められる内装の統一感




店舗デザインの内装は見た感じが大切ですから、時間をかけて計画的におこなったほうが良いです。
店舗デザインと言っても千差万別ですからどういったものがいいか一概には言えません。
専門家にお願いして計画しても自分で行ってもいいのです。
自分に合ったものを見つけるのが一番であり、いろいろな人の意見を参考にして自分が満足するようなものがいいかもしれません。
デザインに拘りがある人は自分が満足するまで頑張ってみるのもいいですし、そのまま放置しておいてもいいようです。
人の意見を収集するには、コミュニケーション能力を発揮することがいいのであって、コミュニケーション能力をうまく出せない人はそのままです。
コミュニケーション能力をいかにして有効に使うかを考えることは非常に大切なことです。
まずは自分で考えてみて、どれくらいの能力を発揮できるかを試してみるのもいいものかと思います。









シンプルな店舗デザインが適している状況とは




お店を経営する時に重要なことは、店舗デザインをこだわることです。
どのようなデザインの店舗にするかによって、お店の売り上げに関係するさまざまなことに影響を与える場合があります。
店舗の状況によって最適なデザインが異なることもあり、特定の状況に最適な店舗デザインもあります。
シンプルな店舗デザインが適している状況もあり、できるだけ多くの人に利用してもらいたい場合にも、こうしたデザインは最適です。
集客を増やすためにシンプルなデザインが効果的なのは、個性的なものを制作した場合、特定の顧客にだけ好かれることが多いからです。
さまざまな人に利用してもらえるお店を作りたい場合には、個性のないデザインを採用した方が多くの人に好かれやすい店舗作りがしやすくなります。
店舗を作るためにあまり多くのお金を使用できないような場合にも、こうした種類のデザインは最適です。
お金を多くかけなくても、利用客に好まれる店舗を作ることができます。









閑静な街並みにマッチする店舗デザイン




閑静な街並みにマッチする店舗デザインは、非常に落ち着いた雰囲気を醸し出すものが選ぶことが良いものです。
繁華街の場合には非常に目立つことを重視して、様々な装飾などを施し看板などもできるだけ人目を引くことができるものを選ぶのは重要ですが、閑静な街並みの場合には、これが周囲の雰囲気を壊してしまうため逆効果となることが少なくありません。
非常にその雰囲気に合わない印象を与えてしまうことになり、集客力も大幅に低下してしまうものとなります。
店舗デザインは周辺の環境を充分考慮し、これに合ったものを選ぶことが重要なポイントです。
静かな雰囲気の環境に店舗を構える場合は、できるだけ周囲の雰囲気に合ったものとする事は良い方法となります。
例えば住宅街の中にある店舗の場合には、その周囲の住宅に合わせた建物デザインとする事が好ましく、また集客力も高まるものです。
看板なども控えめなものとすることで、良い印象を与えると言う事が少なくありません。









繁華街における店舗デザインのポイント




繁華街の特徴は、文字通りに多くの人が集まり賑わいをみせる街で主に飲食店などの客商売を中心にした店舗が多い点にあります。
またできる限りスペースを有効活用するため建物が密集している点も特徴的で、多くのお店が軒を連ねているのを見ることが可能です。
もちろんそこに存在するお店は集客に力を入れている点がほとんどで、人の目につく看板などを派手にする傾向が強いのも特徴的です。
こうした繁華街で店舗デザインを検討する上でのポイントには、まずは周囲の景観に埋没しないような形で設計を行うことが重要になります。
対象ターゲットとするお客さんに寄りますが、なるべく目立つ感じのユニークな形で人目を驚かせるようなデザインにすると良いです。
もっとも周囲より目立つ店舗デザインであれば、それを目印にすることができ、さらなる集客にも繋がります。
意外と好まれるのは数字・記号を利用した店舗デザインを考慮したり、他の店舗にはない独自の色合いなどで人を惹きつけやすい外観に拘ると良いです。









設備の適切な配置も店舗デザインの役割




飲食店を効率的に経営するためには、テーブルの配置に工夫する必要があります。
また出来上がった料理をスピーディーに提供するためには、厨房機器のレイアウトにもこだわるべきです。
飲食店向けの店舗デザインと内装工事に強い会社を活用するのが、設備の適切なレイアウトにこだわるための基本です。
新規にレストランなどを開業する場合には、貸店舗の形状を考えて店舗デザインを構築することが肝心です。
飲食店の内装工事にも強い会社は、動線を重視したデザインを示すことができます。
一方で美容室やエステサロンの開業でも、洗髪用の設備や施術用のベッドの配置を重視することが大切です。
特に実務経験者が独立する場合には、サポートが充実した施工会社を選ぶのが理想的です。
スタッフの働きやすさを考えて椅子などを設置すると、店内の雰囲気も明るくて快適なものになります。
顧客とスタッフの両方の快適性を重視するのが、理想の店舗デザインを実現するコツです。









店舗デザインでは清潔感の演出を意識




業種によって求められる店舗デザインは異なりますが、清潔感がある雰囲気であれば来店者に良い印象を与えられます。
また飲食店や美容室の場合には、特に清潔なイメージを維持することが大きな課題です。
そこで店舗デザインを設計事務所などに依頼するときには、汚れにも強くて掃除がしやすい内装材を希望することが多いです。
ヘアサロンやフードビジネス向けのデザインに強い設計事務所は、機能も考えて内装工事の施工プランを提示することができます。
清潔感がある店舗空間を実現する上では、シンプルなデザインを徹底的に追求する姿勢も求められます。
スタイリッシュな都市型の店舗向けのデザインは、若手のヘアサロン経営者にも人気があります。
照明設備にもこだわって店内を明るくすると、通常よりも清潔なイメージの空間になります。
更に観葉植物を置いたり家具を配置したときのことも想定すると、シンプルでありながらも華やかでおしゃれな店舗にすることができます。









店舗デザインの実績が豊富な設計事務所




多くの顧客を獲得するために店舗デザインの設計をプロに頼みたいと考えるのなら、実績が豊富な設計事務所を頼ることを推奨します。
獲得したい顧客の層を意識したデザインに変えてもらえるおかげで、効率的に顧客を増やせるところが魅力です。
男性や女性などの性別に合わせて見た目を変えるだけで顧客を獲得できるわけではなく、ターゲットにしたい年齢層に適合したデザインを考えなければいけません。
実績が豊富な設計事務所なら若年層や高齢層などのターゲットを絞ったデザインを作るのも得意で、小さなお子さんや高齢者に合わせた棚の配置なども考えてもらえます。
棚に配置されている商品を見比べやすいように、ターゲットの身長に合う高さに棚を調整するなどの作業も任せられるおかげで、経営者の負担が減らせるところも好評な点です。
外観を一目見ただけで何を提供している店舗なのか分かるように、店舗デザインを調整するのが上手いプロを頼るためにも、実績の豊富さを比較することを推奨します。









店舗デザインの一般的なアフターサービス




お店を開業する際に考えるべきことはどうしたらお客さんの数を増やし売り上げを上げることができるかと言うことですが、そのためにはお店の雰囲気に合った店舗デザインにする必要があります。
今では店舗デザインを専門に行っている会社が沢山あるのでそういったところに行ってその道の専門家に話を聞くのが良いのですが、その場合には実績が豊富で腕の良い職人が揃っているところで相談に乗ってもらうことが大切です。
またサービス内容にも注意する必要がありどのような形でデザインを考えてくれて仕事に取り掛かるのか話をよく聞くことが重要で、尚且つアフターサービスが充実しているかどうかを忘れずに確認した方が良いです。
例えば内装工事を依頼し天井も綺麗にしてもらった場合には、引き渡しを受けた後でも設置した看板の板から雨水が伝い漏れする時にはメンテナンスをするのが一般的です。
このように店舗デザインを専門の会社に頼む際にはアフターサービスを含めて様々なサービスを行っているので、どこの会社のサービスが充実しているか事前によく確かめた上で依頼をすることが重要です。







店舗デザインで考慮すべき集客力の有無とは

経営者によって店舗デザインに臨む効果は異なります。しかし、基本的には売上アップを最終目標にしていることが多いです。
そのため、集客力の有無が大きなポイントであり、それを高めるために努力することになります。
同じ商品を扱うショップでも、外観や内装次第でずいぶん雰囲気が変わります。それによって入店するか否かを判断する人も少なくありません。
つまり、店舗デザインが優れていれば、それだけ集客も増えるということです。どのような雰囲気が求められているのか検証しなければなりません。単純に他店の模倣をしても二番煎じのレッテルを貼られるだけです。
インターネットやSNSが普及しているため、そのような酷評はすぐに広まってしまいます。
できるだけオリジナリティを出す方向でアイデアを考えましょう。
潜在的な顧客をイメージし、ターゲット層をきちんと設定することが欠かせません、そこに対するアピール力が高い店舗デザインを実装することが有効です。






店舗デザインを検討する上で税金の優遇を受けることができる

店舗デザインはやればやるほど、建物自体の価値が上がってしまうため注意することが重要となります。
特にデザイナーを有名にしておくとコンサルタント料金が発生し、ここに税金を請求されるので、ユニークなデザインにすればするほど税金は上がっていきます。
それを避けるために一般的なデザインから選択するような方針選ぶことで、この費用を下げることにつながるのです。次にいろいろな設備を入れることで、建物の価値が高まります。
省エネ設備や照明設備などいろいろなものがありますが、これらをたくさん現場よりも付加することで、工事費用や設備費用が高まり、消費税だけではなく、減価償却費も年々負担となっていきます。

これを安く抑えるためには、大量生産されているような構造を選ぶことがポイントとなり、設備も同様に重要となります。
省エネや外壁塗装などの店舗デザインは、補助金を受けられるケースがあるため自治体に確認しておくことがポイントとなります。
また、集客力の向上など売り上げにつながり、この代償が受けられる事のチェックも必要です。






店舗デザインの品質に直結するデザイナーのセンス

店舗デザインの良し悪しを左右する要素は多岐にわたります。その中でも不可欠といわれるのはデザイナーのセンスです。
このレベルが低いと、いくら他の要素が素晴らしくても完成度は平凡になってしまいます。
とはいえ、デザイナーのセンスを事前に知ることは簡単ではありません。全国的に有名な人物は少なくて、実際はせいぜい限定された範囲で認知度が高いぐらいです。
そこで重要になるのがポートフォリオをしっかりチェックすることです。自分の腕前をアピールするために、ポートフォリオをインターネットで公開しているケースは少なくありません。
設計事務所の公式サイトなどに載っているケースもあり、掲載されていなくてもリンクが貼っている場合もあります。いずれにせよ、本当にセンスが優れているなら、それをアピールに使おうとするはずです。
自分が店舗デザインに興味を持って、しっかり情報収集をしようとすれば、自然と情報を得られるようになるでしょう。






店舗デザインでは安全性を軽視しないように注意

売上の向上に結び付いている店舗デザインは魅力的なものばかりです。いろいろな点を突き詰めることで、その効果はさらに高められるでしょう。
ただし、見栄えの良さだけにこだわるのは良くありません。なぜなら、安全性をしっかり確保しなければ、経営の土台が揺るぎかねないからです。
火災などが起こったときに、顧客が店内から逃げ遅れるニュースを見た経験がある人もいるでしょう。
この原因として大きいのが、避難経路がしっかり確保されていないことです。多くの顧客を入れて収益を高めるため、テーブルなどを詰めて配置しているケースがよくあります。
このようなスタンスだと、移動に必要な幅が十分に確保されません。自覚がない状態で、法律や条例に違反しているケースもあります。
店舗デザインではそのような失敗を避けることが必須です。最も大切なのは来店している顧客の安全に他なりません。もちろんスタッフの命も大切なので、安心して働ける店内環境を目指しましょう。






店舗デザインを施す際には照明にこだわることが大切

店舗デザインを施す際には、照明にこだわることが大切です。立地が良い店舗であっても、店舗デザインが優れていなくては、考えるような集客を行えないことも有り得ます。
新しく店舗を出したり、既存店のリニューアルを実施したりするのであれば、照明にこだわる形での店舗デザインを行うのも良いものです。
店内の雰囲気に見合った、適度な明るさや見栄えの良い照明器具が備われば、来店客も楽しい時間が過ごせるでしょう。
店舗デザインを特集するサイトの中には、業種や業態別に、数多くのデザイン事例が掲載されています。
殆どのデザイン会社では、事前に受けられる無料相談会が開催されています。いくつかの事例を見比べていった後、気に入ったタイプを見かけた際には、気軽に相談に伺うのが良いでしょう。
明るいイメージの店内は、口コミで評判を広められたり、メディアに取り上げられたりすることも可能になります。少ない販促費で多くの来客を招くためには、照明への拘りも欠かせないのです。
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									著者：大矢俊二

									兵庫県神戸市生まれ。
デザイナーとして数多くの飲食店の店舗デザインを担当。
店舗デザインについて情報をまとめました。

									神戸 店舗デザイン
									

								

							

						

					
				

			

		

		
			
				
					
						
							[image: ]
						
						

						
							
								
									
								
							
							
								
									
								
							
							
								
									
								
							
							
								
									
								
							
							
								
									
								
							
						

					

					
						Content

							
								人気のショップを実現！集客力を高める店舗デザインに役立つ知識を大公開
							
	
								働きやすさを向上させる店舗デザインのコツ
							
	
								店舗デザインには顧客の視点が必要
							


					

					
						Search

						
							
							
							
							
								
								
									
										
									
								
							

						

					

				

				© 2022 店舗デザインの情報サイト

				
					
						
							
						
					
				

			

		

	

	
	
